別表（第２条関係）
	補 助 事 業 名
	盆梅・南京桃等の伝統作物継承対策事業

	補助事業の目的
	ウメ輪紋病で被災した盆梅・南京桃等の生産者及び販売事業者等が組織する団体並びに市が行う、盆梅・南京桃等の円滑な生産・流通の再開を図るための取組等を支援し、阪神間の伝統特産物の継承を図る。

	補助事業の対象となる者
	盆梅・南京桃等の生産者及び販売事業者等が組織する団体、市

	補助事業の対象となる経費
	１　生産再開技術展示ほ設置の経費
　　生産再開のための芽継ぎに活用する母樹増殖や、台木への接
木技術等を継承していくための技術展示ほの設置に必要な経費
２　産地ＰＲ活動の経費
新たな販路開拓等のための需要調査・研修等、産地情報発信
のためのチラシ、のぼり、動画の作成等に必要な経費
３　技術実証ほ設置等の経費
伝統的栽培で培われた接木技術を活用したサクラ盆栽などの
新商品の安定生産を図るための技術実証ほの設置、研修会の開催等に必要な経費

	補助率
	１／２以内　

	補助金の額
	予算の範囲内予算の範囲内の額で、１件あたり３００千円以内
（ただし、千円未満の端数は切り捨てる。）

	適用除外する条項
	第１９条

	その他の事項
	－　　


別　に　定　め　る　事　項

	関 係 条 項
	 　　　　　　　　　　　　内　　　　容

	第３条
	 （添付書類）
 　盆梅・南京桃等の伝統作物継承対策事業実施計画書（別紙様式）

	
	 （指定期日）　　別途通知する

	第７条　第１項
	 （軽微な経費配分の変更）　
  　配分された経費相互間における少ない方の額の３０％以内の変更 

	
	 （軽微な事業内容の変更）　次に掲げる変更以外の変更
事業実施主体の変更

	
	 （添付書類）　第３条に準じる

	
	 （指定期日）　別途通知する

	第９条　第１項
	 （報告事項等）別途通知する

	第１１条
	 （添付書類）　
盆梅・南京桃等の伝統作物継承対策事業実績報告書（別紙様式）

	
	 （指定期日）　
事業完了後３０日以内又は令和５年３月３１日のいずれか早い日とする。

	第１９条第１項
	（処分制限期間）
　　－


（別紙様式）
盆梅・南京桃等の伝統作物継承対策事業実施計画書（実績報告書）
	市　町　名
	事業実施

主 体 名
	事業内容、事業量
	事  業  費
	負　　担　　区　　分
	事業完了(予定)

年月日
	備考

	
	
	
	
	県　　費
	市 町 費
	そ の 他
	
	

	
	
	
	円
	円
	円
	円
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	


